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はじめに



⚫メニュー・バーとは、ファンクション／メニューの機能を補完するためにMC V3以降に追加された
ツールセットで、これまでに多くの機能拡張を行ってきました。
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MICRO CADAM Helixのメニュー・バーについて

MC V3

MC Helix V4

MC Helix 20xx

バージョン別のメニュー・バー表示
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MC Helix 20xxのメニュー・バー（1/2）

今回解説する範囲
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MC Helix 20xxのメニュー・バー（2/2）
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メニュー・バー［線種］解説



メインメニュー サブメニュー 解説

線種１(1)… 新しく作図する要素の線種を線種１ダイアログから指定します（図1）

FK＜線種＞【線種１】【モード】と同等の機能です

線種２(2)... 新しく作図する要素の線種を線種２ダイアログから指定します（図2）

FK＜線種＞【線種２】【モード】と同等の機能です

ペン(P)... 新しく作図する要素の線幅をペン選択ダイアログから指定します（図3）

FK＜線種＞【ペン】【モード】と同等の機能です

カラー(C)... 新しく作図する要素の色を色選択ダイアログから指定します（図4）

FK＜線種＞【カラー】【モード】と同等の機能です

無指定色(D) 新しく作図する要素の色を無指定色にします

FK＜線種＞【無指定色】と同等の操作です

（図4）（図3）（図2）（図1）
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メニュー概説（1/3）

①

②

③

⑤



メインメニュー サブメニュー 解説

システム・カラー(S)... 次の12色のシステム・カラーをRGBで指定します（図5）

［無指定色］　　　　　モード色を指定しないで要素を作成したときの色

［強調色］　　　　　　強調して表示されているときの要素またはメニューの色

［背景色］　　　　　　作図領域の背景の色

［スマートセレクト］　要素をSELし、SELが確定するまで間に表示される色（一時強調色）

［スマートストレッチ］スマートストレッチの対象になっている要素の色

［スマートコピー］　　スマートコピーまたはスマート移動の対象になっている要素の色

［スマートアシスト］　スマートアシストのガイドおよびマークの色

［ラバーバンド］　　　ラバーバンディング表示、およびドラッギングの対象になっている要素の色

［子部品色］　　　　　編集中の部品に属する部品の色

［外部品色］　　　　　編集中の部品以外の部品と要素の色

「子図編集色」　　　　子図編集モードになっている配置子図の要素の色

［非現行ビュー色」　　現在作業中以外のビュー（非現行ビュー）の色

（図5）
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メニュー概説（2/3）

⑥



メインメニュー サブメニュー 解説

線幅(W)... 新しく作図する要素の線幅を線幅選択リストから指定します（図6）

FK＜線種＞【線幅】【モード】と同等の操作です

線幅解除(O) 新しく作図する要素に線幅を付けないようにします

FK＜線種＞【モード】→YN（モード解除）と同等の操作です

継承モード(I)... すでに存在する要素を利用して新しく要素を作成する場合、元の要素の線種、ペン、線幅、色、属性、所属するレイヤー

の情報を継承するか否かを指定できます（図7）

［指定がONの場合］元の要素の線種、ペン、線幅、または色で新しい要素を作成し、元の要素の属性も複写します

［指定がOFFの場合］モードの設定に従って新しい要素を作成し、元の要素の属性は複写しません

（図6） （図7）

9

メニュー概説（3/3）

⑦

④

（図6）
線幅のダイアログから線幅を選択
するには事前に登録しておく必要が
あります。
未登録の場合、ダイアログ内は空欄
になります。



⚫解説：FK＜線種＞【線種１】の機能

➢ 既存要素の線の種類を、FK＜線種＞【線種１】で表示されたダイアログ（次ページ参照）から選択し、変更でき
ます。

✓ 11種類の線幅付きの線の種類（実線、破線、一点鎖線、二点鎖線、NCライン、破断線）が提供されています。

✓ 線の太さは【線幅】や【ペン】により、既定の細線、中線、太線以外の太さ指定が可能です。

➢ 新規に作成する要素は【モード】で指定できます。

✓ 【モード】の変更は、FK＜線種＞【線種１】で表示されたダイアログ内の線種を選択して行います。

➢ 【線種１】の線の種類（破線、一点鎖線など）や既定の線の太さ（細線、中線、太線）は、画面表示と出力した
結果は必ずしも一致しません。
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メニュー解説①（1/2）：線種１

【線種１】線幅の指定
線幅は、環境設定ファイル（MCHC5.SYS）の「形状」タブの
“出力する線幅”で設定されている値で出力されます。
（0.1～5.0mmを指定）

【線種１】線種の指定
破線の実線部分、および一点鎖線、二点鎖線の短線部分
の長さは、ファンクション＜出力＞【パラメータ】の
「出力パラメータ」、「共通」タブの“破線の長さ”で設定
されています。
（1～9mmを指定）

現在の【モード】は、画面右上隅のメッセージ領域に右図のように表示されます。

変更する要素の種類は、画面左上隅のメッセージ領域に右図のように表示されます。



⚫メニュー・バー［線種１］の機能

➢ 新規に作成する要素の線の種類と線幅を指定できます。

➢ FK＜線種＞【線種１】の【モード】と同等の機能です。

⚫ダイアログ表示の相違点

➢ メニュー・バー［線種１］は、あくまでも新規作成時のモードを切り替えるための機能のため、表示される
ダイアログには若干相違があります。
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メニュー解説①（2/2）：線種１

メニュー・バー［線種１］ FK＜線種＞【線種１】

破断線は既存要素を変更して作成される
要素のため、表示されません。



⚫解説：FK＜線種＞【線種２】の機能

➢ 既存要素の線の種類を、FK＜線種＞【線種２】で表示されたダイアログ（次ページ参照）から選択し変更
できます。

✓ 19種類の線の種類（実線、破線、一点鎖線、二点鎖線、セットバックなど）が提供されています。

✓ 【線種１】と異なり線の太さの情報は持っていないため、【線幅】や【ペン】で指定します。

➢ 新規に作成する要素は【モード】で指定できます。

✓ 【モード】の変更は、FK＜線種＞【線種２】で表示されたダイアログ内の線種を選択して行います。

➢ 【線種２】では、破線や一点鎖線、二点鎖線などの線の間隔情報を線種自体が持っているため、画面表示と
出力した結果は同じになります。
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メニュー解説②（1/2）：線種２

現在の【モード】は画面右上隅のメッセージ領域に右図のように表示されます。

変更する要素の種類は、画面左上隅のメッセージ領域に右図のように表示されます。

（注）線種設定におけるモードの優先度
【線種１】と【線種２】の両方に【モード】がありますが、後に設定した線種の【モード】が優先されます。



⚫メニュー・バー［線種２］の機能

➢ 新規に作成する要素の線の種類と太さを指定できます。

➢ FK＜線種＞【線種２】の【モード】と同等の機能です。

⚫ダイアログ表示の相違点

➢ メニュー・バー［線種２］はあくまでも新規作成時のモードを切り替えるための機能です。
表示されるダイアログには若干相違があります。
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メニュー解説②（2/2）：線種２

メニュー・バー［線種２］ FK＜線種＞【線種２】



⚫解説：FK＜線種＞【ペン】の機能

➢ 既存要素の線の太さを、FK＜線種＞【ペン】で表示されたダイアログ（下図参照）から選択して変更できます。

✓ 13種類のペン（ペン幅）が提供されています。

➢ 新規に作成する要素のペン幅は【モード】で指定できます。

✓ 【モード】の変更は、FK＜線種＞【ペン】で表示されたダイアログ内のペン幅を選択して行います。

⚫メニュー・バー［ペン］の機能

➢ 新規に作成する要素の線の種類と線の太さを指定できます。

➢ FK＜線種＞【ペン】の【モード】と同等の機能です。

⚫ダイアログ表示の相違点

➢ 相違点はありません。
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メニュー解説③：ペン

線種１のモード表示例
通常時の表示：
ペン幅設定時の表示：

線種２のモード表示例
通常時の表示：
ペン幅設定時の表示：



⚫解説：FK＜線種＞【線幅】の機能

➢ 既存要素の線の太さを、FK＜線種＞【線幅】→【付加】→【リスト】で表示されたダイアログ（下図参照）
から選択して変更できます。

✓ 線幅は239種類まで設定できます。

✓ 線幅の値は0.001～999.0まで使用できます。

✓ 線の先端形状はラウンド、スクエア、フラットの3種類から選択できます。

➢ 新規に作成する要素の線幅は【モード】で指定できます。

⚫メニュー・バー［線幅］の機能

➢ 新規に作成する要素の線幅を指定できます。

➢ FK＜線種＞【線幅】の【モード】と同等の機能です。

⚫メニュー・バー［線幅解除］の機能

➢ 【線幅】の【モード】設定を解除できます。

⚫ダイアログ表示の相違点

➢ 相違点はありません。
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メニュー解説④：線幅／線幅解除

FK＜線種＞【線幅】の【付加】で線幅値
を入力して作成された線幅

図面の中に存在
する要素数

線幅のダイアログから線幅を選択するには事前に登録しておく必要があります。
未登録の場合、ダイアログ内は空欄になります。



⚫解説：FK＜線種＞【カラー】の機能
➢ 既存要素の色を、FK＜線種＞【カラー】で表示されたダイアログ（右図参照）から
選択して変更できます。
✓ 色数について

• MICRO CADAM Helixで表示できる色は256色ですが、その中から120色を使用できます。

• 1番から120番までの色番号に色を登録し、要素を選択して色を付加できます。

✓ 変更する単位
• 【要素】（直線、円など）、【クラス】（二次元要素、文字、寸法、複合図形）、【ビュー】（PV、EVなど）

単位で色を付加します。

• 【優先】で【要素】【クラス】【ビュー】のどれを優先して色表示するかを指定できます。

➢ 新規に作成する要素の色は【モード】で指定できます。
✓ 【モード】の変更は、FK＜線種＞【カラー】で表示されたダイアログ内のカラーを選択して行います。

⚫メニュー・バー［カラー］の機能
➢ 新規に作成する要素のカラーを指定できます。

➢ FK＜線種＞【カラー】の【モード】と同等の機能です。

⚫ダイアログ表示の相違点

➢ 相違点はありません。
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メニュー解説⑤：カラー

（注）優先順位を指定していない場合の順位は以下の通りです。
１．ビューごとに指定されている色
２．クラスごとに指定されている色
３．要素ごとに指定されている色



⚫ MC Helixでは、システム自体で使用する種々のカラー設定があり、それらのカラーは
カスタマイズが可能です。
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メニュー解説⑥：システム・カラー

モード色を指定しないで要素を作成したときの色

強調して表示されているときの要素の色 

作図領域の背景の色 

要素を選択し、選択が確定するまで間に表示される色
（一時強調色）

スマートストレッチの対象になっている要素の色 

スマートコピーまたはスマート移動の対象になっている
要素の色 

スマートアシストのガイドおよびマークの色 

ラバーバンディング表示、およびドラッギングの対象に
なっている要素の色 

編集中の部品に属している子部品の色 

編集中の部品以外の部品と要素の色 

子図編集モードになっている配置子図の要素の色 

現在作業中以外のビュー（非現行ビュー）の色 

環境設定ファイルMCFILE5.SYSの「ファイル格納場所」フォルダー
「色情報ファイル」に設定されたファイルの設定
（例）C:¥MCADAM¥MCCOLOR.TBL



⚫すでに存在する要素をもとに新要素を作成する場合、線種、ペン、線幅、色、属性、所属するレイヤーの
情報を継承して作成するか否かを指定します。

➢ □の場合 

✓ モードの設定に従い、新しい要素を作成します。

➢ ☑の場合 

✓ 元の要素が持つ線種、ペン、線幅、色、属性、レイヤー情報を複写します。
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メニュー解説⑦：継承モード

FK＜線種＞【線種１】【線種２】で指定した線種を継承

FK＜線種＞【ペン】で指定したペン番号を継承

FK＜線種＞【線幅】で指定した線幅の値を継承

FK＜線種＞【カラー】で指定した色番号を継承

FK＜グループ＞【属性】で設定した属性情報を継承

FK＜レイヤー＞レイヤーに属する要素を利用して新たに
要素を作成する場合、元になる要素と同じレイヤーに作成



詳細につきましては下記のコンテンツも合わせてご利用ください。

⚫参照マニュアル

➢ Windows［スタート］→［MICRO CADAM Helix］→「操作解説書」
→メニュー・バーの使い方→メニューの概要→メニューの概要【線種】

⚫おすすめ動画コンテンツ

➢ 「MICRO CADAM Helix これまでの拡張機能のご紹介」 シリーズ
過去にお届けしたWebセミナーの動画です。こちらにもいくつかメニュー・バーに関する
ご紹介がありますので、ぜひご覧ください。

MICRO CADAM Helix これまでの拡張機能のご紹介 Part 1
MICRO CADAM Helix これまでの拡張機能のご紹介 Part 2
MICRO CADAM Helix これまでの拡張機能のご紹介 Part 3

19

まとめ：メニューバー［線種］

https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/Webinar2020_07.mp4
https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/Webinar2020_11.mp4
https://www.cad-solutions.co.jp/wp-content/uploads/Webinar2021_17.mp4


MICRO CADAM、MICRO CADAM Helix は、株式会社CAD SOLUTIONSの商標です。
他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。

© 2023 CAD SOLUTIONS Inc.
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